
 RAMDISK の設定で Gaussian が、さらに爆速化

今回の例では、次のコマンドで Gaussian のスクラッチディスクとしてRAM ディスクを 20GB 割当て、/scr 配下に
マウントしました。

# mount -t tmpfs -o size=20g /dev/shm /scr

あとは、いつも通り計算を流すだけ！

次のグラフはスクラッチディスクの条件を変化させながら、同一のGaussian インプットファイルを実行し、要した時
間を計測した結果です。
全体として SSD を上回る実行性能が得られ、インプットファイルによっては、十分な速度向上が見込まれること
が分かりました。

※ RAM Disk に格納したデータは揮発性のため、クラッシュやリブートでデータが失われます。
また、リブートすることで、RAM Disk の設定も解除されます。

※ RAM Disk の容量はHDD にスクラッチディスク領域を割り当てた場合に比べ、比較的小さい為、計算規模
によっては、/scr 領域溢れが生じ易くなります。

※ 行頭の#はrootユーザのコマンドプロンプトです。御不明な点は弊社サポート窓口までお気軽にお問い合わ
せください。

お問い合わせは ： HPCシステムズ株式会社 SEサービス＆サポート本部
TEL：03-3599-3507
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